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JSR（株）冨永哲雄博士との共同研究である。また、

画像分類の検討に用いたデータは、理化学研究所の

スーパーコンピュータ「京」を利用して得られた成

果（課題番号： hp130050, hp140082, hp140239, 

hp150050, hp150064）を利用している。さらに、

JHPCN 公募課題（課題番号：10-MD01, 11-MD02, 

12-MD03, jh130028-NA19, jh140026-MD02, 14-NA28, 

jh150002-NA01, jh160036-NAH）や、HPCI公募課題

（課題番号：hp130062, hp130122, hp140191）などの

実施を通じて得られた知見の一部を活用している。 
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応用情報システム研究部門 1 先進高性能計算機システムアーキテクチャ共同研究部門 2 

     情報推進部情報基盤課 3      サイバーコミュニティ研究部門 4 

 

  2017 年 11 月に米国コロラド州デンバーにて開催

された国際会議/展示会 SC17において、当センター

の概要、研究内容、および事業内容を紹介するため

の展示ブースの出展を行った。本稿ではその展示内

容や当日の様子等について報告する。 

 

1. はじめに 

  大阪大学サイバーメディアセンターでは、例年、

米国で開催される国際会議 SC において展示ブース

を出展する活動を継続している。SC とは、The 

International Conference for High Performance 

Computing, Networking, Storage, and Analysisという正

式名称を持つ、IEEE Computer Society および ACM 

SIGARCH によって開催されている国際会議であ

り、ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)

分野におけるトップレベル会議の一つである。それ

と同時に、SCは HPCに関する最新機器や最先端技

術の国際見本市でもある。そのため、北米を中心と

した研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究

者や技術者が集う最大級の国際会議／展示会となっ

ており、ここ数年では登録者数は 1万人を超える数

字が記録されている。当センターによる展示ブース

の出展は、2000 年の初出展から数え、今回で 18 回

目となる。 

 2017年の SC（通称 SC17は、米国コロラド州デン

バ ー 市 に あ る Calvin L. Rampton Salt Palace 

Convention Center (以下、デンバーコンベンションセ

ンター: 図 1)にて、11月 12日から 17日までの期間

に開催された。なお、デンバーでの SC の開催は、

2001年度、2013年度に続いて 3度目となり、本セン

ターのデンバーでの展示も 3度目となる。 デンバー

はコロラド州の州都であり、別名マイル・ハイシティ 

(Mile High City)とよばれる。このマイル・ハイとい

う名の由来は、デンバー市は標高 1マイル(1609m)に

あることによる。そのため、空気も薄く、お酒には

酔いやすいという特徴もあるようだ。また、デンバー

は一年を通して空気が乾燥している。実際、われわ

れがデンバーに到着して数日後には、日本との気候

が違いすぎることもあるが、乾燥のため、喉が痛い

などの体調不良を訴えるものも多くいた。コンベン

ションセンターが位置するダウンタウンは米国の都

市再開発の成功事例として有名であり、特に中心の

16番街はレストランや複合施設が軒を連ねる中、無

料のバスの専用路線と歩行者専用エリアが分離さ

れ、昼食などで外出するにも非常に快適な環境で

あった。 

 

図 1  デンバーコンベンションセンター 

 

2. 展示内容 
  本年は、以下に紹介する当センターおよび情報推

進部の教職員 7 名(招へい教員 1 名含む)、関連研究

部門に配属されている大学院生4名、学部学生1名、

サイバーメディアセンターとの共同研究を推進中の

TIS株式会社より 1名の合計 13名という構成で展示

ブースの運営に望んだ。展示者の記念撮影風景を図

2に示す。 
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 ブース展示は、11月 13日から 16日までの 4日間

行われた。その間の当ブースへの来訪者数は、ID

バッジの読み取り数で数えて 539名であった。2015

年度の 399名、2016名の 411名に比べて増加してい

る。毎年の出展によりブースロケーション良くなっ

てきていることもあるかもしれないが、今年度も

539名(バッジスキャンできてない方も多いので、そ

れ以上)の方に本センターの概要、事業内容、研究活

動について紹介・報告できた。 昨年度は、411名の

ブース来訪者をもって、「この数字は一昨年もほぼ同

数であり、本センターのブースサイズ、ブース要因

規模では上限であるかもしれない。」と記載したが、

この認識が間違えていたようである。昨年度も記載

したが、ブース来訪者によっては 10分以上もブース

に滞在され、ブース展示要員と話しをしている方も

おられたので、対応人数だけでブース展示の効果・

意義を図れるものではないが、全体を振り返り、今

年度も SC でのアウトリーチ活動もよい結果を残せ

たと考えている。  

 

図 2  SC2017での記念撮影 

 

 ブース来訪者の地域別分類（図 3）を見ると、開催

地の北米エリアからの来訪者が全体の 59％（316名）

を占めているのがわかる。続いて、日本からの来訪

者が 18％（99名）、欧州からの来訪者が 8％（46名）、

アジアからの来訪者が 9％（48名）であった。また

アフリカからの来訪者も年々微増しており、1％（4

名）の来訪者があった。その他の内訳には、南米、

オセアニア諸国などが含まれており、南極を除く全

ての大陸からの来訪者に対して、アウトリーチ活動

を行うことができたと言える。 

 
図 3  SC17ブース来訪者 - 地域別分類 

 

 さらに、国別の統計情報（図 4）を見ると、開催国

の米国からの来訪者が圧倒的に多く、また日本から

の来訪者が次いで多かったことがわかる。図 6から

わかるように、37 カ国 539 名の来訪者らに本セン

ターの研究展示、活動紹介を通じたアウトリーチ活

動実績を得られたことになる。なお、国別分類は、

来訪者が SC の登録サイトで自己申請した国名に基

づくものであることを記しておく。 

図 4  SC17ブース来訪者 - 国別の詳細 
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以下、SC17 にて大阪大学サイバーメディアセン

ターで行なったポスター展示の概要について説明す

る。（括弧内は担当者名、順不同、敬称略） 

 

(1) About US: Cybermedia Center, Osaka University 

(木戸、勝浦) 

本ポスターでは、サイバーメディアセンターに関

する概略、特にミッション、取り組みなどについて

の紹介を行った。  

学内だけでなく学外に対しても、施設・サービス

を提供しているという点について驚く方が多く、 

VR（仮想現実）を体験できる大規模可視化システム

に興味を示される方も多かった。また ITコア棟の空

調設備等についても説明し、データセンターとして

の側面から興味を持っていただける方々もおり、サ

イバーメディアセンターの様々な取り組みについて

も紹介することができた。  

 また、大学の出展ということから、教育サービス

についても興味を持っていただいた来場者もおら

れ、Cyber Commonsでのアクティブ・ラーニング環

境の提供などについても紹介した。 

 

図 5 ポスター説明を行う木戸 
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at the Cybermedia Center (木戸、勝浦) 
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行った。 
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図 6 ポスター説明を行う勝浦 

 

(3) Dynamically Optimized Interconnect Architecture 

based on SDN (高橋、森本、遠藤)  

 本ポスターでは、アプリケーションの通信特性に

合わせて動的再構成可能な相互結合網に関する研究

を 紹 介 し た 。 具 体 的 に は 、 Software-Defined 

Networking (SDN) 技術を活用した高速な MPI 集団

通信アルゴリズム、ステージング通信と MPI通信の

競合回避手法、相互結合網のための性能解析ツール

などの研究の概要を述べた。 

 ブースの来訪者からは、「大規模なクラスタ環境に

おいて評価したのか？」「特別なスイッチを導入する

必要があるのか？」「相互結合網の種類は Ethernetな

のか、InfiniBandなのか？」など、実用性を重視した

観点からの質問を多数いただいた。 

 
図 7 ポスター説明を行う大学院生 (遠藤君) 

(4) Access Control Mechanism & Resources Sharing 

Platform for IoT Era (山田、村木) 

 本ポスターでは、安全な IoT資源間連携を目的と

して取り組んでいる 2つの研究を紹介した。 具体的

には、SDN (Software-Defined Networking) 技術を活用

しネットワーク資源へのアクセスをパケットフロー

ごとに制御する手法と、ネットワークを介した IoT

資源共有プラットフォームについて研究概要を紹介

した。  

 展示会では、「ネットワーク資源へのアクセス制御

手法において、認証、認可手法としてどのような技

術を採用しているのか」「IoT資源共有時のプライバ

シー保護はどのように考えているのか」といった質

問を頂いた。 さらに、今後の研究発展の可能性につ

いて、「ネットワーク資源へのアクセス制御手法は

DDoS 攻撃対策として応用することができるのでは

ないか」といった意見を頂くことができた。  

 

図 8 ポスター説明を行う大学院生(山田君) 

   

(5) Dynamic and Secure Staging for Medical Data to Be 

Processed in The Computer Center  

(松井、渡場、吉川) 

 掲題について、ポスター展示と動態デモを行った。

医療データの秘匿度に応じて最適なセキュア技術を

組み合わせ、計算機センターの高性能計算機を活用

することができるようにするシステムである。 

多くの来訪者から高性能計算環境の資源提供サービ

スで秘匿データを扱うためのセキュアな基盤構築の

重要性について同意いただけたとともに、IPネット

－ 94－



 

 

ワークより下のレイヤでセキュアなパーティショニ

ング技術を適用した多重防御の構成について興味を

持たれた。 

 

 

図 9 動態デモの様子 

 

(6) An Automation of Cephalometric Landmarking 

using Parallel Deep 

(渡場、吉川) 

 このポスターでは、現在サイバーメディアセン

ターと大阪大学歯学部附属病院矯正科で行っている

共同研究について、大規模計算機利用のケーススタ

ディとして発表した。 

 特許申請中のため内容についての詳細は差し控え

るが、歯学部附属病院がこれまでに蓄積した医療画

像、レントゲン写真を折りたたみニューラルネット

ワークを用いて治療方針に関する情報を収集する手

法について説明した。 

 

3. 他ブースでの活動 
 本年度の SCでは本センターのブース展示以外にも

研究成果報告が行われたので報告する。 

NECブースでの事業・研究紹介 

  “Future Direction of the Cybermedia Center’s 

Compuing Infrastructure with New Supercomputing 

System OCTOPUS”というタイトルで応用情報シス

テム研究部門准教授 伊達が 11月 13日 1:00pmよ

り研究紹介発表を行った。当該発表では、2017年 12

月に導入された(SC 開催時はまさに構築中)新スー

パーコンピュータシステム OCTOPUSの概要ととも

に、本センターが描く本センターの人材育成等を視

野にいれた将来構想、および将来のスーパーコン

ピュータシステムに向けた方向性について発表し

た。 

  

 
図 10 NECブースで発表する伊達 

 
 発表の場は、OCTOPUS システムを構成する要素

技術に関連した、Super Micro Computer Inc.、Asetek

等のベンダ関係者をはじめ、立ち見もでるほど盛況

であり、本センターの活動、研究成果に関するアウ

トリーチを進めることができた。 

 

4. おわりに 
 今年度の展示においても、大阪大学サイバーメ

ディアセンターの大規模計算機および可視化事業を

はじめとし、高性能計算・ネットワーキングに関す

る研究成果を、欧米を中心とした 500名強の来訪者

にアウトリーチすることができた。 これは一重に参

加したスタッフ、学生の尽力に他ならない。来年度

の SC の開催は米国テキサス州ダラス市で同時期に
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開催されるが、大阪大学サイバーメディアセンター

のプレゼンス向上とともに、情報公開、アウトリー

チ活動にも引き続き尽力していきたいと考える。  

 関係各位には更なるご支援とご協力をお願いした

い。 

当日展示したポスターの PDFや、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については 

下記ウェブページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください： 

 

http://sc. cmc.osaka-u.ac.jp/ 

－ 96－



 

 

第 23回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2017)報告および 

第 24回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2018)告知 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  吉野 元 

 

1. Supercon2017 

  昨年 2017 年 8 月 21 日から 25 日までの 5 日間に

わたって、 高校生･高専生を対象とする「スーパー

コンピューティングコンテスト(SuperCon2017)」が

開催されました。 東日本から 10 チーム、西日本か

ら 10 チームが予選を通過し、本戦に進みました。 

 このコンテストは、 2 名又は 3 名を 1 チームとす

る高校生･高専生の参加者たちが、与えられた課題を

解くプログラムを 3 日間に渡って作成し、 最終日に

スーパーコンピュータで実行して、 解答の正確さや

計算の速さを競うもので、 そのレベルの高さから、 

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。 過去の出

場者が大学進学後に国際大学対抗プログラミングコ

ンテストで活躍するなど、 次世代の情報科学を担う

若手育成にも貢献しており、 2008 年度の文部科学

大臣賞も受賞しています。  

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学 (東工大 )学術国際情報センター (Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006 年の第 12 回からは大阪大

学(阪大)(Cybemedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。 予選に参加したチームの中から、富士川以東

50Hz 地域からは 10 チームが、 60Hz 地域からはや

はり 10 チームが参加します。 東工大と阪大の二つ

の会場で同時に開催した年は、wiki やポリコムなど

で相互に交流し、 開会式･表彰式などもポリコムを

使って二元中継で行ってきました。 このコンテスト

は 5 日間にも渡る合宿型で、 実際にスーパーコン

ピュータを高校生･高専生が使うことができるとい

う、 世界的にも大変ユニークなものです。 原則と

して毎年交互に両大学のスーパーコンピュータを使

います。 2007、2011 年は阪大 CMC の SX-8R が、 

2009 年は  SX-9 が、2015 年と昨年、2017 年は

SX-ACE が使われました。 

 

2. 予選 

  2017 年の予選課題は 5 月 31 日に下記の SuperCon 

web に公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6 月 16 日正午までにプログラムを

含む必要書類を添付してメールで申し込んでもらい

ました。 2017 は 32 校 42 チームが予選に参加しま

した。 予選問題は、 スーパーコンピュータを使わ

なくても学校や家庭にある普通のパソコンでも解け

るような課題が出題されます。2017 年の予選課題

は、東工大の作成チームによる「 品種改良問題 」

というものでした。これは作物を交配させるとある

ルールに従って「クセ」が親から子に引き継がれる

として、子の「クセ」の制御を行うために交配を設

計するというものです。これを含め、過去の予選課

題、 本選課題は SuperCon web に全て掲載されてい

ます。 また、 参加者が 2 名以上集まらない人のた

めに、 希望者には「認定証」も発行しています。 予

選課題を正確に解くプログラムが書けたら、「スーパ

ーコン 1 級」が認定されます。 問題のレベルに応じ

て 2 級と 3 級もあります。 

 

3. 本選 

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、 本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。本戦課題は

阪大の作成チームによる「オーディオデータの圧縮」

に関する問題でした。各時間刻み幅の間での音量を

16 ビットの整数で表した元の PCM データから、前

の時刻に比べて音量が上がった、下がっただけを 1

ビットで表す、という圧縮されたデータ(サイズが

1/16 になる)を作るというものです。実際の本戦で

は、課題に取り組む前に、SX-ACE、特にそのベク

トル化機能を利用するためのオリエンテーションと

講義が行われ、 チームごとに本選課題を解くための

プログラム設計に入りました。 そして、本選 2 日目

 

 

開催されるが、大阪大学サイバーメディアセンター

のプレゼンス向上とともに、情報公開、アウトリー

チ活動にも引き続き尽力していきたいと考える。  

 関係各位には更なるご支援とご協力をお願いした

い。 

当日展示したポスターの PDFや、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については 

下記ウェブページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください： 

 

http://sc. cmc.osaka-u.ac.jp/ 
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から 4 日目の午前中まではチームごとにプログラム

を作成しました。 この間コンテスト OB を含む大学

生･大学院生がチューターとしてバグ取りなどを手

伝いました。 ただし、課題そのものに関する助言は

しません。 最終日の成果発表会、 表彰式の後には

懇親会も行われました。 本戦で圧縮されたデータを

実際音で聴いて皆で楽しむ、というひとときもあり

ました。高校生･高専生の参加者たちと、 両大学の

教員、 学生チューターたちが、 プログラミングや

大学について語らう大切な時間となっています。 

  

4. SuperCon 2018 の告知 

  2018年は 8月 20 日から 24 日までの 5 日間での開

催を予定しています。 予選課題は 5 月 30 日に公表

予定で、 課題提出〆切は 6 月 15 日正午です。 使

用するスパコンは、東工大 GSIC の TUBAME 2.5 が

使われる予定です。本年もチャレンジする高校生･

高専生、引率の先生方など参加者の皆さんに喜んで

いただけるよう様々な工夫を凝らそうと関係者一同

考えています。 本稿が皆様のお目に触れるときには

既にスケジュールが進行しているかもしれません

が、もしも可能ならばみなさまもお知り合いの高校

生に SuperCon2018 というものがあり、大変に楽し

い行事であることを呼びかけてください。また、来

年以降、すなわち SuperCon2019 以降への参加、お

申し込みをご検討頂ければ幸いです。 

 

5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ がコンテストペ

ージです。 ぜひ一度御覧ください。 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学サイバーメディアセンター教授  降籏 大介 

 

1. 概要 

サイバーメディアセンターの教職員をはじめ、大

阪大学の大規模計算機システムの運営、開発、支援

に関わっている関係者は、システムをユーザにより

有効に活用していただくために何が出来るかを日々

考えています。たとえばその一端として、マニュア

ル・ドキュメント類を充実させること、ユーザから

の質問をメールなどで受け付け適切に返答するため

の仕組みの構築と維持、それらを明文化するための 

FAQ の整備などの活動を行っています。 

そうした活動の中でもわれわれが重要と考えてい

るのが、ここで紹介する利用者講習会です。利用者

講習会は計算機ユーザへ知識を伝える場だというだ

けでなく、その場での質問などを通じてユーザと直

接やりとり出来る場でもあり、大変貴重な機会です。

そのためしばしば、大規模計算機システムの運営・

開発・管理・支援などを行っている関係者が立ち会

います。 

これら講習会の内容は、OS である Unix 環境、

スーパーコンピュータのハードウェアについての概

要説明といった入門的内容から、大規模計算を行う

近年のユーザにとって重要な OpenMP, MPI などの

並列計算通信プロトコルの概要からこれらを上手に

使いこなすための各種プログラミング技法の詳細、

Gaussian や AVS といった各方面の専門家用の特

殊なソフトウェア等々、多岐にわたります。こうし

た内容はユーザの要望に沿って、計画されています。

詳しくは次ページに掲載しております表に掲載して

おりますが、大規模計算機の利用者だけではなく、

学生、教員、研究者を幅広く対象とし、年に 14〜15

回開催しております(2017 年度は 15 回開催いたし

ました)。また、より詳細な情報をサイバーメディア

センター大規模計算機システムの web において掲

載しておりますので、ぜひご参照ください。 

 

2. 多忙な方も参加しやすく 

近年、学生も研究者も大変に多忙です。これをう

けて、サイバーメディアセンターの講習会は原則と

して 年に 2回、ほぼ同じ内容の講習会を時期をずら

して開催するように工夫しています。実際には、6

月頃と 9～10月頃に集中的に開催しています。これ

は、「学期始まりや学期末の時期は外して欲しい」「あ

まり遅い時期では、学生の研究開始に間に合わない」

などのユーザの声を反映したもので、なるべく多く

のユーザが参加できるように、また、講習会の受講

が意義あるものになるようにと配慮した結果です。 

また、Gaussian や AVS などの研究者用専門ソフ

トウェアの講習会では講師を確保しにくいという問

題がありますが、われわれは東北大学と協力してテ

レビ会議システムを用いて講師を確保したり、当該

ソフトウェアの関連会社に講師の紹介を依頼するな

どして、こうした専門家向けソフトウェアの講習会

を開催しています。 

こうした努力の甲斐あってか、これまでに各講習

会ともに一定数のユーザの参加をいただいており、

講習会をユーザの皆様に役立てていただいていると

考えています。 

 

3. 初学者にも優しく 

未参加の方にとって、こうした講習会は敷居が高

いと思われがちです。しかし、先に述べたように初

学者も講習会の対象で、1年間のおおよそ 15回程度

の講習会のうちおおよそ 1/4 は初学者が対象の内

容のものです。 

具体的には、OS である Unix の簡単な操作方法

の解説や、スーパーコンピュータのハードウェアの

概要説明、細かい技法の説明の前に必要となる並列

計算の概念の説明などからなります。スーパーコン

ピュータを使うユーザというと、こうした知識やプ

ログラミング技法について通じた大変なプロフェッ
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5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ がコンテストペ

ージです。 ぜひ一度御覧ください。 
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ショナルばかりと想像されることもありますが、も

ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い資料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。 

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザへの支援も怠っておりませ

ん。各種の専門的な内容について、多くの講習会を

計画し、そして実施しています。 

近年の並列計算プログラミングに必須である 

MPI についての講習会はもちろんのこと、スーパー

コンピュータや大規模並列計算機が活躍の場である

言語 HPF (High Performance Fortran) についての専門

家による講習会、そして、AVS, Gaussian といった

専門分野に特化したソフトウェアの講習会も行って

います。 

一部の講習会は、大規模計算機システムの開発そ

のものを行っている会社から技術者を講師として招

いて実施しており、技術の非常に微細な部分に至る

まで専門的な議論を行うことが出来る機会としてユ

ーザの皆様にご利用いただいております。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではあります

が、こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変

化、進歩していく必要があります。そして、それに

はユーザの方々からいただく意見がなにより重要で

す。そのフィードバックの先により良い講習会の実

現があるのです。ユーザの皆様におかれましては、

遠慮をせずに、いつでも構いませんので、講習会に

ついての要望をぜひサイバーメディアセンターまで

お聞かせください。 
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2018年度 大規模計算機システム利用講習会 
 

 講習会名 
開催 

日時 
講師 開催場所 

1 
スパコンに通じる 

並列プログラミングの基礎 

6月 4日 

13:30-15:00 

サイバーメディアセンター 

 降旗 大介 教授 

サイバーメディアセンター

吹田本館 １階 

サイバーメディアコモンズ 

2 
スーパーコンピュータ概要と 

スーパーコンピュータ利用入門 

6月 5日 

13:30-17:30 

サイバーメディアセンター 

 吉野 元 准教授 

 木戸 善之 講師 

 情報基盤課 技術職員 

サイバーメディアセンター

吹田本館 2階 

中会議室 

3 
SX-ACE 

高速化技法の基礎 

6月 19日 

13:30-17:30 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 2階 

中会議室 

4 
並列コンピュータ 

高速化技法の基礎 

6月 22日 

13:30-16:30 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 2階 

中会議室 

5 
SX-ACE 

並列プログラミング入門(MPI) 

6月 26日 

10:00-16:30 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 2階 

中会議室 

6 
SX-ACE 

並列プログラミング入門(HPF) 

6月 29日 

13:30-16:30 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 2階 

中会議室 

7 
スパコンに通じる 

並列プログラミングの基礎 

9月 

開催予定 
未定 

サイバーメディアセンター

豊中教育研究棟 7階 

会議室 

8 
スーパーコンピュータ概要と 

スーパーコンピュータ利用入門 

9月 

開催予定 

サイバーメディアセンター 

 吉野 元 准教授 

 木戸 善之 講師 

 情報基盤課 技術職員 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

9 
SX-ACE 

高速化技法の基礎 

9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

10 
並列コンピュータ 

高速化技法の基礎 

9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

11 
SX-ACE 

並列プログラミング入門(MPI) 

9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

12 
SX-ACE 

並列プログラミング入門(HPF) 

9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

13 AVS可視化処理入門 
9月 

開催予定 
サイバネットシステム(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

14 AVS可視化処理応用 
9月 

開催予定 
サイバネットシステム(株) 

サイバーメディアセンター

吹田本館 

 
テレビ会議システムによる講習会配信 

 

 講習会名 
開催 

日時 
開催期間 受講場所 

15 Gaussian講習会 
8月 

開催予定 
東北大学 

サイバーメディアセンター

吹田本館 ２階 

中会議室 

 

 

 

ショナルばかりと想像されることもありますが、も

ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い資料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。 

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザへの支援も怠っておりませ

ん。各種の専門的な内容について、多くの講習会を

計画し、そして実施しています。 

近年の並列計算プログラミングに必須である 

MPI についての講習会はもちろんのこと、スーパー

コンピュータや大規模並列計算機が活躍の場である

言語 HPF (High Performance Fortran) についての専門

家による講習会、そして、AVS, Gaussian といった

専門分野に特化したソフトウェアの講習会も行って

います。 

一部の講習会は、大規模計算機システムの開発そ

のものを行っている会社から技術者を講師として招

いて実施しており、技術の非常に微細な部分に至る

まで専門的な議論を行うことが出来る機会としてユ

ーザの皆様にご利用いただいております。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではあります

が、こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変

化、進歩していく必要があります。そして、それに

はユーザの方々からいただく意見がなにより重要で

す。そのフィードバックの先により良い講習会の実

現があるのです。ユーザの皆様におかれましては、

遠慮をせずに、いつでも構いませんので、講習会に

ついての要望をぜひサイバーメディアセンターまで

お聞かせください。 
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2017年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

◆受講者数 

学内 学外

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/6) 40 42 40 2

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(6/13)

18 14 14 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/19) 4 4 4 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/20) 5 5 4 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/26) 13 9 7 2

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/27) 2 0 0 0

Gaussian講習会(8/3) 6 2 2 0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1) 21 12 12 0

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(9/4)

14 3 3 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/8) 2 1 0 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/8) 5 1 1 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/20) 3 2 1 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/27) 1 1 1 0

AVS可視化処理入門(10/23) 8 7 6 1

AVS可視化処理応用(10/24) 7 7 5 2

合計 149 110 100 10

講習会名 申込者数 受講者数
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◆受講者の内訳 

 
 
 

 
 
◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 

 

 
 
 

 
 

学内 100

学外
10 教員 23
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大学院生 45
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4
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5

37

34

19

12

8

3

2

1

教員から

通知メール
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知人から

掲示板(KOAN)

阪大HP
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掲示板( ICHO)
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2017年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

◆受講者数 

学内 学外

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/6) 40 42 40 2

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(6/13)

18 14 14 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/19) 4 4 4 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/20) 5 5 4 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/26) 13 9 7 2

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/27) 2 0 0 0

Gaussian講習会(8/3) 6 2 2 0

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/1) 21 12 12 0

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(9/4)

14 3 3 0

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/8) 2 1 0 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/8) 5 1 1 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/20) 3 2 1 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/27) 1 1 1 0

AVS可視化処理入門(10/23) 8 7 6 1

AVS可視化処理応用(10/24) 7 7 5 2

合計 149 110 100 10

講習会名 申込者数 受講者数
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◆開催日は適当でしたか。 

 

 
 
 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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1
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1
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1スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 9 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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適当

不適当
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1
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4
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1

1

1

1
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1

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 9 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )

5 10 15 20 25 30 35 40 45

ちょうど良い

長い

短い
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◆会場の大きさ、場所は適当でしたか。 

 

 
 
 
◆講習会の内容はどうでしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 9 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 9 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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◆開催日は適当でしたか。 

 

 
 
 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 

 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
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◆満足度は？ 

 

 
 
◆講習会の資料はどうでしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )
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並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 9 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /2 0 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 6 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 7 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /4 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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非常にわかりやすい

わかりやすい

ちょうど良い

わかりにくい

非常にわかりづらい

 

 

◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 

 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 3 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )
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S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /8 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /2 0 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )

AVS可視化処理入門 ( 1 0 /2 3 )
AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /1 )
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S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )
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S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /2 7 )
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AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 
 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 

 
 

◆「ある」と回答された方の利用方法 
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AVS可視化処理応用 ( 1 0 /2 4 )
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「ある」と回答された方の利用方法
プログラムの実行 アプリケーションの利用
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◆サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 
 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 

 
 

◆「ある」と回答された方の利用方法 
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プログラムの実行 アプリケーションの利用
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2018年度 「HPCI(High Performance Computing Infrastructure) 
利用」の活動状況 

 
HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分
断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の
HPC リソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、
2012年 10月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大
学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、海

洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機資源や、共

有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科学

的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 
 

大阪大学計算機資源を利用する 平成 30年度 HPCI採択課題一覧 

利用枠 利用資源 研究課題名 

京以外 

産業利用課題 

（実証利用） 
VCC 新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 

京以外 

一般課題 VCC 
イメージベース超並列有限要素弾塑性解析によるアルミニウム鋳造

合金のき裂発生メカニズムの解明[SPring-8との連携利用] 

京以外 

一般課題 SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

京以外 

一般課題 SX-ACE ツイストされた時空縮約モデルの数値的研究 

京以外 

一般課題 
SX-ACE 超臨界圧下の主流へ噴射する極低温噴流の大規模数値解析 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 宇宙の大規模構造と銀河形成 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 
Revealing the role of fluoxetine in the anti-depressive effect from the 
interaction with lipid bilayer and TREK-1: a molecular dynamic study. 
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2018年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の 
活動状況 

 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京

工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュー

タを持つ 8つの共同利用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点とし
て機能する「ネットワーク型」共同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、平成

22年 4月より本格的に活動を開始しました。 
本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークな

どの情報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、学術情
報、センサーネットワークからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理

一般の分野における、これまでに解決や解明が極めて困難とされてきたいわゆるグランドチャレ

ンジ的な問題について、学際的な共同利用・共同研究を実施することにより、我が国の学術・研

究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあります。本ネットワーク型拠点には上記

の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これらの研究者との共同研究によって、研

究テーマの一層の発展が期待できます。 
平成 30年度の課題募集には合計 70件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催された

課題審査委員会及び運営委員会にて審議され、52 課題が採択されました。このうち 8 課題が大
阪大学を利用することとなっています。 

 
2018年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 採択課題一覧 

課題代表者 研究課題名 利用大学 

萩田 克美 

（防衛大学校） 

高分子材料の破壊・構造形成時の 2次元散乱パターンとデ
ィープラーニング分析技術の開発 

北大、名大、 

阪大 

垂水 竜一 

(大阪大学) 

非局所弾性理論に基づく格子欠陥力学場のアイソジオメトリ

ック解析 

名大、阪大 

鈴木 厚 

(大阪大学) 

Implementation of parallel sparse direct solver on CPU-GPU 
hybrid architecture 

阪大 

撫佐 昭裕 

（東北大学） 

大規模津波浸水被害推計シミュレーションのマルチプラット

フォーム向け最適化手法の研究 

東北大、阪大 

飯田 圭 

（高知大学） 

高密度領域まで適用可能なモンテカルロ法の開発と有限密度

2カラーQCDの相図の決定 

阪大 

関口 宗男 

（国士舘大学） 

ドメインウォールフェルミオンを用いた格子 QCDによる中
間子質量生成機構の研究 

阪大 

飯田英明 

（理化学研究所） 
格子ゲージ理論によるダークマターの研究 

阪大 

渡場康弘 

（大阪大学） 

Software-Defined ITインフラストラクチャにおけるオーケス
トレーションに向けた資源管理システム 

阪大 

 

2018年度 「HPCI(High Performance Computing Infrastructure) 
利用」の活動状況 

 
HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分

断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の
HPC リソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、
2012年 10月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大
学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、海

洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機資源や、共

有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科学

的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 
 

大阪大学計算機資源を利用する 平成 30年度 HPCI採択課題一覧 

利用枠 利用資源 研究課題名 

京以外 

産業利用課題 

（実証利用） 
VCC 新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 

京以外 

一般課題 VCC 
イメージベース超並列有限要素弾塑性解析によるアルミニウム鋳造

合金のき裂発生メカニズムの解明[SPring-8との連携利用] 

京以外 

一般課題 SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

京以外 

一般課題 SX-ACE ツイストされた時空縮約モデルの数値的研究 

京以外 

一般課題 
SX-ACE 超臨界圧下の主流へ噴射する極低温噴流の大規模数値解析 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 宇宙の大規模構造と銀河形成 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 
Revealing the role of fluoxetine in the anti-depressive effect from the 
interaction with lipid bilayer and TREK-1: a molecular dynamic study. 
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2018年度 「HPCI(High Performance Computing Infrastructure) 
利用」の活動状況 

 
HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分
断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の
HPC リソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、
2012年 10月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大
学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、海

洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始めとする計算機資源や、共

有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で科学

的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 
 

大阪大学計算機資源を利用する 平成 30年度 HPCI採択課題一覧 

利用枠 利用資源 研究課題名 

京以外 

産業利用課題 

（実証利用） 
VCC 新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 

京以外 

一般課題 VCC 
イメージベース超並列有限要素弾塑性解析によるアルミニウム鋳造

合金のき裂発生メカニズムの解明[SPring-8との連携利用] 

京以外 

一般課題 SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

京以外 

一般課題 SX-ACE ツイストされた時空縮約モデルの数値的研究 

京以外 

一般課題 
SX-ACE 超臨界圧下の主流へ噴射する極低温噴流の大規模数値解析 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 宇宙の大規模構造と銀河形成 

京以外 

一般課題 OCTOPUS 
Revealing the role of fluoxetine in the anti-depressive effect from the 
interaction with lipid bilayer and TREK-1: a molecular dynamic study. 
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2017年度 大規模計算機システム公募型利用制度（追加募集）の 
活動状況 

 
大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・

高度化支援の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・

共同研究拠点（JHPCN）や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）
の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機シ

ステムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課題を公募しています。平成 29年度は通
常の募集に加えて追加募集を行い、下記の 2課題を採択しました。 

 
若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

原田 拓弥 様 

(関西大学大学院 総合情報学研究科) 

日本の全世帯の位置情報付き仮想個票データの統計デ

ータからの生成 

大規模 HPC支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

萩田 克美 様 

(防衛大学校) 

ゴム材料中のナノ粒子構造に対するディープラーニン

グ画像認識モデルの分散学習による高速最適化技術手

法の検討 
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2018年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 
 

2018年度も引き続き研究課題の公募を行い、下記の 7課題を採択しました。 

 
若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

原田 拓弥 様 

(関西大学大学院 総合情報学研究科) 
日本全国の位置情報付き仮想の個票合成手法の精緻化 

中村 浩隆 様 

(大阪大学 工学研究科) 

3次元 Particle-in-cellシミュレーションによる超高強度
レーザー生成プラズママイクロアンジュレータに関す

る研究 

兼安 洋乃 様 

(兵庫県立大学大学院 物質理学研究科) 

キロテスラ級磁場下における超高強度レーザープラズ

マ相互作用の物理 

谷川 千尋 様 

(大阪大学 歯学部附属病院) 

矯正歯科治療後の三次元顔形態を予測する人工知能

（AI）システムの開発 

若山 将征 様 

(理化学研究所) 

リー・ヤンの零点分布から探る有限密度 QCD におけ
る相構造の研究 

石井 良樹 様 
（大阪大学大学院 基礎工学研究科） 

イオン液体の輸送物性における構造不均一性の役割の

分子論的解明 

松崎 義孝 様 
（海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港

技術研究所） 

沿岸域観測データを同化した広領域・高解像度計算に

よる東京湾の流動・水質の解析 

大規模 HPC支援枠 採択課題 
代表者名 研究課題名 

伊藤 悦子 様 

(高知大学 教育研究部 自然科学系) 

有限温度・有限密度 2カラーQCDの相図と超流動性の
解明 

 

2017年度 大規模計算機システム公募型利用制度（追加募集）の 
活動状況 

 
大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・

高度化支援の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・

共同研究拠点（JHPCN）や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）
の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機シ

ステムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課題を公募しています。平成 29年度は通
常の募集に加えて追加募集を行い、下記の 2課題を採択しました。 

 
若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

原田 拓弥 様 

(関西大学大学院 総合情報学研究科) 

日本の全世帯の位置情報付き仮想個票データの統計デ

ータからの生成 

大規模 HPC支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

萩田 克美 様 

(防衛大学校) 

ゴム材料中のナノ粒子構造に対するディープラーニン

グ画像認識モデルの分散学習による高速最適化技術手

法の検討 

 

－ 116－ － 117－

2017年度 大規模計算機システム公募型利用制度（追加募集）の 
活動状況 

 
大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・

高度化支援の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・

共同研究拠点（JHPCN）や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）
の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機シ

ステムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課題を公募しています。平成 29年度は通
常の募集に加えて追加募集を行い、下記の 2課題を採択しました。 

 
若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

原田 拓弥 様 

(関西大学大学院 総合情報学研究科) 

日本の全世帯の位置情報付き仮想個票データの統計デ

ータからの生成 

大規模 HPC支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

萩田 克美 様 

(防衛大学校) 

ゴム材料中のナノ粒子構造に対するディープラーニン

グ画像認識モデルの分散学習による高速最適化技術手

法の検討 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ

 
2017 年 4 月～2018 年 3 月に当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同等の内容を以下の Web ページでも閲覧いただけます。 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 
 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請

頂いております。 
 
利用者管理システム(要認証) 
https://zenkoku-web.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用(学術利用) 資源追加申請 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEB システムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 
Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量

を追加しない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場

合や、間に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデー

タを削除することはありません。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scp コマンドを使用することで可能です。 
例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234 の

ホームディレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 
 

scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
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Ｑ．SX-ACE向け「ar」「ld」コマンドの「sxar」「sxld」についてのドキュメントを閲覧したい 
Ａ．ドキュメントという形ではありませんが、sxmanコマンドにより、各 SXコマンドのマニュア

ルを閲覧することが出来ます。下記のようにコマンドを入力してください。 
sxman sxar 
sxman sxld 

 
 

Ｑ．コンパイル時に" (****) is abnormally terminated by SIGSEGV"というメッセージが表示され中
断する 

Ａ．フロントエンドサーバの stacksizeの制限を超過している可能性があります。標準ではは stacksize 
10240 kbytesとなっておりますので、任意の値に変更し、再度コンパイルを試みてください。
stacksizeは、下記のコマンドで変更可能です。 

 

limit stacksize (任意の値) kbytes 
 
この対応でも改善しない場合はご連絡ください。 

 

 

Ｑ．OpenMPで並列化していない箇所の処理時間が増加している 
Ａ．コンパイル時に、OpenMPや自動並列化を使用するオプションを指定した場合、並列化指示行
の有無に関わらず、「並列版ライブラリ」がリンクされます。「並列版ライブラリ」の関数(並
列版の関数)には通常版ライブラリと比べて、排他制御のために他スレッドのリソースへのア
クセスを制限する「ロック処理」が組み込まれています。 
 並列化指示行を挿入していない箇所で並列版の関数がコールされた場合、1スレッドで動作
するので、実際にロック処理に伴う「他スレッドの処理待ち」が発生するわけではないのです

が、例えば、「排他が必要かどうか」といった判定を行う都合で、わずかですが通常版ライブ

ラリより処理時間が増えることとなります。 
 一回のオーバヘッドはわずかですが、大量にコールすると、処理時間に大きく影響すること

となります。ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 
2017年 4月～2018年 3月に当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同等の内容を以下のWebページでも閲覧いただけます。 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 
 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEBシステムから申請
頂いております。 
 
利用者管理システム(要認証) 
https://zenkoku-web.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用(学術利用) 資源追加申請 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEBシステムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 
Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量

を追加しない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場

合や、間に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデー

タを削除することはありません。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scpコマンドを使用することで可能です。 
例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234の
ホームディレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 

 
scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 
2017年 4月～2018年 3月に当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同等の内容を以下のWebページでも閲覧いただけます。 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 
 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEBシステムから申請
頂いております。 
 
利用者管理システム(要認証) 
https://zenkoku-web.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用(学術利用) 資源追加申請 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEBシステムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 
Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量

を追加しない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場

合や、間に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデー

タを削除することはありません。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scpコマンドを使用することで可能です。 
例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234の
ホームディレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 

 
scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
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Ｑ．MPIの実行結果を 1つのファイルに出力したい 
Ａ．MPIを用いた場合、通常はプロセスごとに出力ファイルが生成されます。しかしMPI-IOを用
いて出力先を指定することで、各プロセスの出力を 1つのファイルにまとめることができます。
MPI-IOを使ったプログラム例を、以下で紹介します。 

 

ファイルへの出力(書き込み)を行うプログラム例 
各プロセスごとにプロセス ID(rank)を取得し、output.datの任意の位置に出力するプログラムで
す。たとえば自身のプロセス IDが 4の場合、output.datの 16-19バイト目（INTEGER換算で 5
番目）に自身のプロセス IDを書き込みます。プログラムの 8行目-11行目が、MPI-IOプログ
ラムになります。 

MPI-IO_write.f90 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

program sample 

  include 'mpif.h'   

  integer ierr,myrank 

  integer (kind=mpi_offset_kind) idisp 

  call MPI_INIT(ierr)                

  call MPI_COMM_RANK(mpi_comm_world,myrank,ierr)    

  idisp=0+4*myrank                                 

  call mpi_file_open(mpi_comm_world,'output.dat',mpi_mode_rdwr+mpi_mode_create,mpi_info_null,if

h,ierr) 

  call mpi_file_set_view(ifh,idisp,mpi_integer,mpi_integer,'native',mpi_info_null,ierr) 

  call mpi_file_write(ifh,myrank,1,mpi_integer,mpi_status_ignore,ierr) 

  call mpi_file_close(ifh,ierr) 

  call MPI_FINALIZE(ierr)  

  stop 

end 

 

ファイルからの入力(読み込み)を行うプログラム例 
上記で作成した output.datからデータを読み込み、printで画面に表示するプログラムです。プ
ログラムの 8行目-11行目が、MPI-IOプログラムになりますが、出力用のプログラムから
mpi_file_writeが mpi_file_readに変わったのみでほぼ変化がありません。 

MPI-IO_read.f90 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

program sample 

  include 'mpif.h'   

  integer ierr,myrank,out 

  integer (kind=mpi_offset_kind) idisp 

  call MPI_INIT(ierr)      

  call MPI_COMM_RANK(MPI_COMM_WORLD,myrank,ierr) 

  idisp=0+4*myrank 
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8 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

  call mpi_file_open(mpi_comm_world,'output.dat',mpi_mode_rdwr+mpi_mode_create,mpi_info_null,if

h,ierr) 

  call mpi_file_set_view(ifh,idisp,mpi_integer,mpi_integer,'native',mpi_info_null,ierr) 

  call mpi_file_read(ifh,out,1,mpi_integer,mpi_status_ignore,ierr) 

  call mpi_file_close(ifh,ierr) 

  print '(I2)', out 

  call MPI_FINALIZE(ierr)     

  stop 

end 

 

MPI-IO の各関数については、以下をご参照ください。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/20170519/ 

 

 

Q．MPI プロセスをノード毎にラウンドロビンで 1 プロセスずつ割り当てたい。例えば、20 コア

×4 ノードで IntelMPI を使って並列計算する際に、以下のように割り当てたい。 
node 1 : rank 0, 4, 8, ..., 76 
node 2 : rank 1, 5, 9, ..., 77 
node 3 : rank 2, 6, 10, ..., 78 
node 4 : rank 3, 7, 11, ..., 79 

 

Ａ．VCC(20 コア)4 ノードで並列計算を実行する場合、ジョブスクリプトで 
 

#PBS -b 4 
mpiexec -ppn 1 -n 80 ./a.out 

 
と指定してください。IntelMPI は mpiexec の-ppn オプションに指定した値の数だけ、連続した

プロセスをノード毎に割り当てます。したがって、-ppn 1 と指定していただくことで、1 ノー

ドに 1 プロセスずつ割り当てるようになります。 
 
 

Q．MPI で並列計算を行う際に、ノード間のネットワーク的な距離の近いノード群を指定して利用

できますか？ 
Ａ．計算に使用するノードは、スケジューラ側が自動で最適なノードを割り当てるようになってお

り、利用者様の方では指定することはできません。 

 
 
 
 
 
 

Ｑ．MPIの実行結果を 1つのファイルに出力したい 
Ａ．MPIを用いた場合、通常はプロセスごとに出力ファイルが生成されます。しかしMPI-IOを用
いて出力先を指定することで、各プロセスの出力を 1つのファイルにまとめることができます。
MPI-IOを使ったプログラム例を、以下で紹介します。 

 

ファイルへの出力(書き込み)を行うプログラム例 
各プロセスごとにプロセス ID(rank)を取得し、output.datの任意の位置に出力するプログラムで
す。たとえば自身のプロセス IDが 4の場合、output.datの 16-19バイト目（INTEGER換算で 5
番目）に自身のプロセス IDを書き込みます。プログラムの 8行目-11行目が、MPI-IOプログ
ラムになります。 

MPI-IO_write.f90 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

program sample 

  include 'mpif.h'   

  integer ierr,myrank 

  integer (kind=mpi_offset_kind) idisp 

  call MPI_INIT(ierr)                

  call MPI_COMM_RANK(mpi_comm_world,myrank,ierr)    

  idisp=0+4*myrank                                 

  call mpi_file_open(mpi_comm_world,'output.dat',mpi_mode_rdwr+mpi_mode_create,mpi_info_null,if

h,ierr) 

  call mpi_file_set_view(ifh,idisp,mpi_integer,mpi_integer,'native',mpi_info_null,ierr) 

  call mpi_file_write(ifh,myrank,1,mpi_integer,mpi_status_ignore,ierr) 

  call mpi_file_close(ifh,ierr) 

  call MPI_FINALIZE(ierr)  

  stop 

end 

 

ファイルからの入力(読み込み)を行うプログラム例 
上記で作成した output.datからデータを読み込み、printで画面に表示するプログラムです。プ
ログラムの 8行目-11行目が、MPI-IOプログラムになりますが、出力用のプログラムから
mpi_file_writeが mpi_file_readに変わったのみでほぼ変化がありません。 

MPI-IO_read.f90 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

program sample 

  include 'mpif.h'   

  integer ierr,myrank,out 

  integer (kind=mpi_offset_kind) idisp 

  call MPI_INIT(ierr)      

  call MPI_COMM_RANK(MPI_COMM_WORLD,myrank,ierr) 

  idisp=0+4*myrank 

－ 120－
－ 116－ － 117－



 
Q．SX で計算を実行した際に Core ファイルが出力される(Core Dump が発生する) 
Ａ．実行中のプログラムが不正なメモリアクセスを行った場合に、実行エラーとなり Core ファイ

ル(core.リクエスト ID という名称のファイル)が出力されます。Core ファイルは、デバッガを

使用することで解析が可能です。詳細は以下のマニュアルの「2.4 Core ファイルの調査」をご

確認ください。 
dbx 利用の手引 ：https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/secure/manual/SXACE/J/dbx.pdf 
pdbx 利用の手引：https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/secure/manual/SXACE/J/pdbx.pdf 
 
なお、デバッガはインタラクティブバッチでご利用ください。 
インタラクティブバッチの利用方法：

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/system/manual/sx-ace/interactive/ 

 

 
Q．SX コンパイラの旧バージョンを利用したい 
Ａ．旧バージョンの SX コンパイラを利用する場合、PATH と環境変数の設定が必要です。 

現在設定されているバージョンは-V オプションにて確認していただけます。 

 

PATH の設定 
コマンドライン上で下記コマンドを実行してください。 
（※***には利用したいバージョンを入力します。） 
set path=(/SX/opt/sxc++/rev***/bin/ $path) （C++/SX コンパイラ） 
set path=(/SX/opt/sxf90/rev***/bin/ $path) （FORTRAN90/SX コンパイラ） 
set path=(/SX/opt/sxf03/rev***/bin/ $path) （NEC Fortran2003 コンパイラ 

 
環境変数の設定 

コマンドライン上で下記コマンドを実行してください。 
（※***には利用したいバージョンを入力します。） 
setenv SX_BASE_CPLUS /SX/opt/sxc++/rev*** （C++/SX コンパイラ） 
setenv SX_BASE_F90 /SX/opt/sxf90/rev*** （FORTRAN90/SX コンパイラ） 
setenv SX_BASE_F03 /SX/opt/sxf03/rev*** （NEC Fortran2003 コンパイラ） 

 

－ 118－




